
◆整備効果（加茂岩倉パーキングエリア地域拠点整備事業） 

 

 

 「国宝」が発見された「加茂岩倉遺跡」へのアクセス性向上による利用者の増加と雲南市の交流人口の拡大  

加茂岩倉遺跡は、高速道路インターチェンジからのアクセス性が悪いなかで年間約５千人の方が来訪されており、そのうち約６割の方が県外利用

となっている。地域拠点整備事業として整備することで、加茂岩倉パーキングエリアから直接本遺跡へのアクセスが可能となり、最寄りのインター

チェンジから一般道路を経由する場合より所要時間が約１０分短縮できることから、本遺跡を目的地として来訪される方が立ち寄りやすくなる。 

その他、来訪者が年間２０万人を超える古代出雲歴史博物館（出雲市）等との文化財ネットワークの形成や雲南市を舞台としたヤマタノオロチ伝

説等の地域文化と連携することにより、古代歴史・伝説ファンを更に呼び込むことが可能となり、「学習・交流の拠点」として雲南市の交流人口の

拡大に繋がる。 
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H20 H21 H22 H23 H24 合計

県外 63% 57% 62% 56% 63% 60%

県内 37% 43% 38% 44% 37% 40%

合計 100% 100% 100% 100% 100% 100%

※出典：加茂岩倉遺跡ガイダンス「来訪者芳名帳」 ▲ 加茂岩倉遺跡の状況 

加茂岩倉遺跡ガイダンス 遺構復元模型 

約 8km

約 11km

加茂岩倉遺跡の利用を目的としない PA 利用者に

対して、本遺跡を含め近隣の歴史・文化財等の情報

を発信することにより、本遺跡へ新たな集客効果が

期待される。 

加茂岩倉遺跡において、雲南市

の地域文化情報を発信すること

により、市内への立寄りが期待

される。 

古代出雲歴史博物館や荒神谷遺跡

と高速道路を利用した文化財ネッ

トワークの形成を図る。 

▲市の地域文化 出雲神楽やﾔﾏﾀﾉｵﾛﾁ伝説 

【加茂岩倉遺跡】国指定史跡 

平成 8年、農道工事中に発見され、

全国最多の 39個の銅鐸が出土し、平

成 20年に国宝に指定された。全国最

多の銅剣が出土した荒神谷遺跡と直

線距離で約 3 キロしか離れていない

ことから、古代出雲に強大な勢力が

存在していたことを覗わせる。 

【整備前】 

一般道路を経由して、 

・宍道 IC から約 8km 

・三刀屋木次 IC から約 11km

【整備後】 

PA から直接遺跡へ ⇒ ともに

約 10 分の時間短縮が可能 

※加茂岩倉遺跡ガイダンスヒアリング調査
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整 備 計 画 図   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

様式 4-1 

中国横断自動車道

尾道松江線 

松江

広島

加茂岩倉 PA

第２駐車場 



整 備 計 画 図  第２駐車場 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

様式 4-2 

松江

広島
中国横断自動車道尾道松江線 

加茂岩倉 PA 上り線 

加茂岩倉 PA 下り線 


